
来
賓
出
席
者

自
由
民
主
党

大
阪
府
支
部
連
合
会
長

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

（
代
理
）

谷
川　

と
む

柳
本　
　

顕

自
由
同
和
会

中
央
本
部

中
央
本
部

中
央
本
部

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

京
都
府
本
部

福
岡
県
本
部

長
崎
県
本
部

宮
崎
県
本
部

奈
良
県
本
部

兵
庫
県
本
部

佐
賀
県
本
部

川
上
高
幸

平
川
秀
樹

上
田
藤
兵
衛

上
田　

信
輝

栗
原　

英
明

長
友　

一
馬

仲
本　

博
史

山
口　

晃
弘

森
永　

正
昭

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

祝　電
自
由
民
主
党

（
国
会
関
係
）

自
民
党
副
総
裁

衆
議
院
議
員

大
阪
府
支
部
連
合
会
会
長

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

経
済
産
業
副
大
臣

元
大
阪
府
知
事

参
議
院
議
員

女
性
局
長

（
大
阪
府
議
会
）

大
阪
府
議
会
議
員
団
幹
事
長

（
大
阪
市
議
会
）

市
民
ク
ラ
ブ
大
阪
市
会
議
員
団

（
自
由
同
和
会
）

中
央
本
部
副
会
長

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
長

京
都
府
本
部
会
長

福
岡
県
本
部
会
長

千
葉
県
本
部
会
長

埼
玉
県
本
部
会
長

愛
知
県
本
部
会
長

神
奈
川
県
本
部
会
長

和
歌
山
県
本
部
会
長

会

長

事
務
局
長

副

会

長

会

長

会

長

会

長

会

長

会

長

会

長

会

長

事
務
局
長

　

令
和
５
年
７
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
、
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
大
阪
に
於
い
て
「
自
由
同
和
会
第
38
回
大
阪
府
本
部
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
村
昭
彦
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代

表
し
て
畑
中
幸
司
会
長
の
挨
拶
で
は
「
平
成
28
年
『
部
落
差
別

の
解
消
法
』
の
施
行
並
び
に
行
政
に
よ
る
人
権
教
育
・
啓
発
お

よ
び
様
々
な
人
権
施
策
、
私
共
自
由
同
和
会
の
地
道
な
運
動
の

成
果
も
あ
り
、
同
和
問
題
は
解
決
の
最
終
段
階
に
向
か
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
府
・
大
阪
市
と
の
要

望
書
協
議
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
差
別
発
言
や
落
書

き
は
減
少
し
て
お
り
ま
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
メ
ー

ル
な
ど
で
の
投
稿
が
増
加
し
て
お
り
、低
学
年
か
ら
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

部
落
問
題
も
し
か
り
で
、
歴
史
的
経
緯
や
背
景
な
ど
低
学
年

か
ら
道
徳
教
育
と
し
て
年
齢
に
応
じ
て
正
し
く
認
識
し
て
い
く

こ
と
が
差
別
の
解
消
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
差
別
や
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
簡
易
・
迅
速
・
柔

軟
に
救
済
を
図
る
た
め
の
『
人
権
委
員
会
』
の
設
置
を
中
心
と

す
る
新
た
な
内
容
の
『
人
権
擁
護
法
案
』
が
成
立
で
き
る
よ
う

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。」
と
宣
言
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
自
由
民
主
党
大
阪
府
支
部
連
合
会
谷
川
と

む
会
長
（
家
門
保
秘
書
代
読
）・
自
由
民
主
党
柳
本
顕
衆
議
院
議

員
・
吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事
（
田
邉
雅
之
府
民
文
化
部
人
権
局

人
権
擁
護
課
長
代
読
）・
横
山
英
幸
大
阪
市
長
（
忍
康
彦
市
民
局

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
長
代
読
）・
永
藤
英
機
堺
市
長
（
濱
伸

子
市
民
人
権
局
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
部
長
代
読
）・
自
由
同
和

会
中
央
本
部
を
代
表
し
て
川
上
高
幸
会
長
・
自
由
同
和
会
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
会
長
（
中
央
本
部
副
会
長
）
京
都
府
本
部
上
田
藤
兵

衛
会
長
の
方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
記
念
講
演
と
し
て
法
政
大
学
法
学
部
金
子
匡
良
教

授
よ
り
「
自
治
体
の
人
権
施
策―

そ
の
経
緯
と
今
後
の
課
題
」

と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
重
博

文
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
第
38
回
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

自由同和会大阪府本部 第38回大会開催される

麻
生
太
郎

谷
川
と
む

宗
清
皇
一

柳

本　

顕

太
田
房
江

松
川
る
い

し
か
た
松
男

前
田
和
彦

上
田
藤
兵
衛

上
田
信
輝

木

村　
　

仁

本
原
克
巳

堺

一

八
木
橋
聖
一

榎
本
淳
広

自由民主党 麻生太郎副総裁からの祝辞
　自由同和会大阪府本部第 38 回大会のご盛会をお慶び申し
上げます。
　大阪府本部の皆様におかれましては、長年にわたり、同
和問題をはじめ人権問題の解決にご尽力されておられますこ
とに敬意を表します。
　同和問題は皆様方の長年の努力により、差別や格差が大
きく改善され、解決の過程にあります。
　引き続き、平成 28 年に成立した「部落差別の解消の推
進に関する法律」に基づいて、完全解決に向けた取り組み
を進めて参ることが重要と考えています。
　自民党は、皆様のご意見を拝聴しながら、この問題にしっ
かり取り組んで参ります。
　結びに、自由同和会大阪府本部の益々のご発展と皆様方
のご健勝を祈念申し上げます。

（1）2023年（令和5年）7月25日（毎月25日発行） 1987年（昭和62年）9月5日第3種郵便物認可

https://jiyudowa-osaka.org
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自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
38
回
大
会
行
政
出
席
者―

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

祝　電
（
大
阪
府
関
係
）

大
阪
府
知
事

（
市
町
村
関
係
）

大
阪
市
長

堺
市
長

豊
中
市
長

泉
大
津
市
長

枚
方
市
長

高
石
市
長

阪
南
市
長

羽
曳
野
市
長

大
阪
狭
山
市
長

岸
和
田
市
長

摂
津
市
長

河
内
長
野
市
長

貝
塚
市
長

四
条
畷
市
長

大
東
市
長

吉

村

洋

文

横

山

英

幸

永

藤

英

機

長

内

繁

樹

南

出

賢

一

伏

見　
　

隆

畑

中

政

昭

水

野

謙

二

山
入
端　

創

古

川

照

人

永

野

耕

平

森

山

一

正

島

田

智

明

酒

井　
　

了

東　
　

修

平

東

坂

浩

一

田
邉　

雅
之

柿
木
田　

勉

忍　
　

康
彦

西
田　

秀
之

濱　
　

伸
子

脇
田　

善
久

坂
本　

誉
子

中
﨑　

晧
之

森
内　
　

正

今
橋　

章
吾

樽
谷　

達
也

榎
本　

政
男

谷
内　

恵
介

佃　
　

裕
次

塔
本　

浩
史

山
本　

宣
茂

籔
内
新
一
郎

松
月　

章
浩

奥
野　

秀
樹

笹
野　

貴
広

林　
　

竜
也

尾
上　

知
代

門
真
市
長

寝
屋
川
市
長

守
口
市
長

箕
面
市
長

八
尾
市
長

柏
原
市
長

東
大
阪
市
長

藤
井
寺
市
長

交
野
市
長

田
尻
町
長

岬
町
長

能
勢
町
長

豊
能
町
長

太
子
町
長

島
本
町
長

熊
取
町
長

河
南
町
長

千
早
赤
阪
村
長

宮

本

一

孝

広

瀬

慶

輔

瀬

野

憲

一

上

島

一

彦

大

松

桂

右

冨

宅

正

浩

野

田

義

和

岡

田

一

樹

山

本　
　

景

栗

山

美

政

田

代　
　

堯

上

森

一

成

上

浦　
　

登

田

中

祐

二

山

田

紘

平

藤

原

敏

司

森

田

昌

吾

南

本　
　

斎

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
38
回
大
会
の
ご
盛
会
を
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

大
阪
府
政
の
推
進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
本
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
同
和
問
題
は
も
と
よ
り
、
様
々

な
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
、
積
極
的
な
取
組
み
を
展
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
な
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、「
大
阪
府
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ

き
、
様
々
な
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
は
、
府
民
の
誰
も
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な

い
豊
か
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、「
大
阪
府
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
等
の
人
権
侵
害
の
な
い
社
会
づ
く

り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
本
条
例
に
基
づ
き
設
置
し
た
有
識
者
会
議
か
ら
の

ご
意
見
を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
に
関
す

る
相
談
を
総
合
的
に
受
け
付
け
る
専
門
相
談
窓
口
を
新
た
に
設
置
す
る

ほ
か
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
に
よ
る
啓
発
を
は
じ
め
と
す
る
加
害
行

為
の
未
然
防
止
等
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
ま
で
、
２
年
を
切
り

ま
し
た
。
万
博
を
イ
ン
パ
ク
ト
に
大
阪
・
関
西
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
は

日
本
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
副
首
都
・
大
阪
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
大
阪
府
・
大
阪
市
が
一
体
と
な
っ
て
成
長
戦
略
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
府
内
市
町
村
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
大
阪
の
持
続
的

な
成
長
に
、
強
い
決
意
を
も
っ
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
を
め
ぐ
る
社
会
の
動
き
を
的
確
に
と
ら
え
、
国
や
府
内

市
町
村
、
関
係
団
体
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な
人
権
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
組
み
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
本
日
お

集
ま
り
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
38
回
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
大
阪
市
政
の
推
進
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
や
部
落
差
別
を
助
長
・

誘
発
す
る
よ
う
な
書
き
込
み
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
問
題
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を

は
じ
め
性
的
少
数
者
に
対
す
る
偏
見
、さ
ら
に
は
、国
の
内
外
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
端
を
発
す
る
人
権
侵
害
事
象
を
は
じ

め
、
軍
事
侵
攻
や
紛
争
な
ど
、
人
々
の
人
権
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
起

き
て
お
り
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
皆
様
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
解
消
す
る
た
め
、
多
年
に
わ
た
り
人
権
課
題
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

大
阪
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
「
大
阪
市
人
権
行
政
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
が
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
に
な
っ

た
と
実
感
で
き
る
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
り
を
持
っ
て
語
れ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
本
年
６
月
に
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
に
よ
る
人
権
侵
害
に
遭
わ
れ
た

方
へ
の
相
談
支
援
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
国
や
大
阪

府
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
２

０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
に
向
け
、
機
運
醸
成
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
大
会
が
実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
自

由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
市
の
人
権
施
策
を
は
じ
め
、
市
政
の
各
般
に

わ
た
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
同

和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
意
識
の
確
立
に
、
長
年

に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

世
界
で
は
平
和
を
脅
か
す
紛
争
な
ど
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
、
人
が
享
受
す
べ
き
基
本
的
な
権
利
や
自
由
が
奪
わ
れ
る
情
勢
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
感
染
症
に
関
す
る
差

別
や
偏
見
を
助
長
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、

そ
の
匿
名
性
や
拡
散
性
を
悪
用
し
た
差
別
や
誹
謗
中
傷
が
後
を
絶
た
な

い
な
ど
、
人
権
を
取
り
巻
く
状
況
は
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
お
り
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
は
益
々
重
要
性
が
増
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
堺
市
で
は
、
市
政
運
営
の
大
方
針
で
あ
る
「
堺
市
基

本
計
画
２
０
２
５
」
の
基
本
姿
勢
の
一
つ
に
「
多
様
性
」
を
掲
げ
、
平
和

と
人
権
を
尊
重
す
る
視
点
を
持
っ
て
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
人
権
擁
護
都
市
宣
言
」
や
「
平
和
と
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
に
基
づ
き
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
た
人
権
施
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
人
権
部
と
男
女
共
同
参
画
推
進
部
を
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
部
に
再
編
し
、
同
部
の
事
務
を
所
掌
す
る
局
長
級
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
監
を
新
設
し
ま
し
た
。
組
織
名
称
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
冠

す
る
こ
と
で
、
人
権
問
題
、
女
性
活
躍
、
多
文
化
共
生
、
教
育
環
境
、
就

労
間
題
、
貧
困
問
題
な
ど
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
す
べ
て
の

人
々
が
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
都
市
の
実
現
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
本
市
人
権
行
政
へ
の
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
益
々
の
ご
発
展
、
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
活
耀
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

友
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